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市長提出議案のおもな

第６次所沢市総合計画
　　　　　　　後期基本計画の策定について

議案第８６号

１点目として、こども政策を中心に据えることや中核市への移行を目指すことなど、私自身が必要・重要だと考え
る施策の方向性を市民にお示しするために計画に適切に盛り込むこと、２点目として、よりよい施策の立案・実行
していくために継続すべき内容は継続し、よりよく変えていくべきものは積極的に変えていく必要がある点に留意
すること、この２点について指示しました。

市長就任後、後期基本計画の策定にあたって職員にどのような指示をしたのか。

　総合的かつ計画的な市政運営を図るために策定する市の最上位に位置付けられるもので、将来都市像を定め、これを実現
するための各分野の取組の方針等をまとめた計画です。

　「こどもを中心としたまちづくり」をプロジェ
クトの中心に置き、こどもたちの健やかな育
ちをみんなで支えることにつなげることで、
より多くの人に「住みたい、住み続けたい」
と思ってもらえるまちづくりを目指します。

　所管部局ごとの質疑の途中であり、所沢市総合計画審議会の委員のうち、市民検討会議から選出された委員に参考人として
総務経済常任委員会審査に出席していただき、意見を求めるため、全会一致で継続審査することとなりました。

（問合せ：経営企画課　２９９８－９０２７）●所沢市総合計画とは

●後期基本計画の策定ポイント

●ギカイの結論 ! 閉会中に継続審査することになりました。

事業概要事業概要

継続
　審査

今回の主な内容

こどもを
中心としたまちづくり

健幸（けんこう）
長寿の
まちづくり

人と自然が
共生する
まちづくり

所沢の
魅力を高める
まちづくり

地域のつながり
を活かした
まちづくり
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令和 6年（2024年）11月15日

国有地が２か所（さいたま地方法務局所沢支部南側の土地、中国帰国者定着促進センター跡地）、県有地が旧所沢
保健所跡地、市有地４か所（旧庁舎、旧文化会館、第３学校給食センター、生涯学習推進センターグラウンド）
の７か所から、取得・解体費用、交通の利便性や敷地面積の観点から選定しました。

保健所の建設用地を生涯学習推進センターグラウンドとした理由は。

　令和12年４月の中核市移行に向け、地域の保健衛生分野の中心拠点として新たに保健所を整備します。
　今年度は建設用地の地歴調査を行い、令和７年度までに保健所の機能や整備方針等をまとめた「保健所設置基本
計画」を策定します。

　所沢市保健所整備事業について、令和12年４月の中核市移行に向け、地域の保健衛生分野の中心拠点として、新たに
生涯学習推進センターのグラウンドを保健所の建設用地と決めて、地歴調査業務委託料が計上された。
　しかしながら、本事業においては、調査にあたる場所や調査内容についての事前説明、関係資料の提供がなかったに
もかかわらず、今定例会で93万９千円の予算が計上されている。さらに、「保健所設置基本計画」を策定するため、
債務負担行為の設定も行っている。
　中核市移行という政策は所沢市において大きな政策であり、本来であればこれらの事業を進めるにあたっては市議会
に対する慎重かつ丁寧な説明、資料提供等を行うべきと考えるが、これまで不十分であった。
　よって、今後の中核市移行や保健所整備に伴う事業の実施について、市は市議会や市民に対して十分な説明を行い、
理解を得るための機会を設けることを強く求める。

●実施スケジュール（案）

●これまでギカイに報告されたこと

●ギカイの結論 ! 付帯決議※を付しました。

保健所を設置するための準備を開始します
議案第８７号　令和６年度所沢市一般会計補正予算（第６号）

所沢市保健所整備事業 令和６年度事業費：９３万９千円　　（問合せ：経営企画課　２９９８－９４６３）

保健所建設用地

建設用地：生涯学習推進センターグラウンド
住　　所：並木六丁目４番地の１の一部

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

地歴調査

設置基本計画の策定

設計・建設事業者の選定

基本設計・実施設計

建設工事

  令和５年１０月  「中核市移行準備調整会議」「中核市移行準備プロジェクトチーム」の設置
  令和６年　６月  中核市移行年度（令和１２年４月）の発表、中核市移行に関する調査の報告
 ７月 保健所建設用地（第一候補地）の報告
 ８月 保健所建設用地（予定地への変更）、建設スケジュール（案）の報告

原案
　可決

※付帯決議・・・案件の議決にあたって付随的に付けられる意見や要望の決議で、委員会における事実上の意見表明です。長等にこれを尊重する政治的、道義的
　　　　　　　　な責務を負わせるにとどまり、法的な拘束力を有するものではありません。
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埼玉県が令和６年度からがん患者ウェルビーイング※３支援事業として、市が行う助成事業に対して補助を開始す
ることとなったため、早期の事業化を目指しました。若年成人世代に実施する理由は、20歳以上40歳未満のがん
患者には在宅療養費用に対する公的支援制度がないため、本事業により支援を行うものです。

若年成人世代に実施することとなった理由は。

今回の案件には教育長である私には決裁権がありませんでした。私自身が書類を見ていればセーフティーネット
になり得たと思いますので、今回の教科書以外にも、なるべく私が目を通すことができる形にしていきたいと思い
ます。

再発防止について、チェック体制の見直し、市長部局との連携強化とともに、教育長自身の目で確認するという
ことだが、どのように確認していくのか。

　がん患者に対して、ケア用品の購入費用、在宅療養費用等の一部を助成することで、がん患者やその家族の生活の質の向上、
心理的・経済的負担を軽減します。

　小中学校の教科書は、おおむね４年ごとに文部科学省の検定に適合した図書の中から１種類を採択しています。令和６年
度は小学校教科書の改訂期のため、教師用の教科書・指導書等を購入する必要がありました。

　　　　　　　　教科書等の購入金額が2,000万円以上であったことから、「所沢市議会の議決に付すべき契約及び財産
の取得又は処分に関する条例」の規定により、議会の議決を経た後に財産取得契約をするべきでした。しかし、議決前
に契約を行っていたため、財産の取得について議会の承認を求めるものです。

●実施概要

●ポイント

市民文教常任委員会審査において、説明員として中島教育長の出席を求めることを全会一致で決定しました。

がん患者さんのＱＯＬ※１向上を目指します
議案第８７号　令和６年度所沢市一般会計補正予算（第６号）

議案第１０３号　小学校教師用指導書（所沢小学校外）の取得の承認を求めることについて
議案第１０４号　小学校教師用教科書・指導書（松井小学校外）外の取得の承認を求めることについて
議案第１０５号　小学校教師用教科書・指導書（荒幡小学校外）外の取得の承認を求めることについて

※１　QOL…Quality Of Life（クオリティオブライフ）の略称で、生活の質、人生の質などと訳されます。

がん患者支援事業 （問合せ：保健医療課　２９９８-９３８５）

（問合せ：教育総務課　２９９８-９２３２）

●がん治療に伴う外見上の変化に対するケア用品の購入費用の助成（アピアランスケア支援）
　・ウィッグ等（頭皮保護用ネット、ウィッグ付き帽子等）　　　
　・補整具等（補整下着、人工乳房等）

●若年成人世代の終末期がん患者に対する在宅療養費用の助成（ターミナルケア支援）
　・訪問介護、訪問入浴介護の利用等 ⇒ １月当たり 上限 ７２,０００円
　・特定福祉用具※２の購入 ⇒  上限 ９０,０００円
　・主治医による意見書の作成 ⇒  上限 ５,０００円

上限　各１０,０００円

※2  特定福祉用具・・・介護保険を利用して購入できる福祉用具のこと ①腰掛便座　②入浴補助用具　③自動排泄処理装置の交換可能部品
 ④簡易浴槽　⑤移動用リフトのつり具の部分　⑥排泄予測支援機器

※3 ウェルビーイング・・・身体的・精神的・社会的に良好な状態にあること

承
　認

原案
　可決
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令和 6年（2024年）11月15日

原　　案 修 正 案
第７条　第２号
　政治的活動又は宗教的活動に使用するおそれがあるとき。

第７条　第２号
　社会教育法において、使用を制限されたと認められたとき。

「所沢市立公民館設置及び管理条例」（旧条例）にも利用の制限という項目は設けており、これまでも特定の政党を
応援するとも取れる利用は許可していません。旧条例で他の法令を参照しなければ分からなかった記述を分かり
やすく表記したもので、新しい文言に懸念を想い起こさせてしまうことについては、運用時に誤解や拡大解釈が
進まないように職員研修等を行っていきます。

公民館の根拠法令である社会教育法第23条は、公民館は特定の政党等を応援してはならないといったことを
規定するものだが、今回の条例は利用者を制限するものになっているのでないか。

　より一層、公民館事業を通じた地域の課題解決や市民の自主的なまちづくり活動を支援する施設とするため、現行の「所沢市
まちづくりセンター条例」と「所沢市立公民館設置及び管理条例」を廃止し、新たな条例を定め、関係条例の一部を改正します。

所沢市まちづくりセンター設置条例制定について
議案第９２号

■徹底討論!!

無記名投票により、賛成少数で修正案は否決となり、起立多数で議案第92号は原案のとおり可決しました。■ギカイの結論

（問合せ：地域づくり推進課　２９９８－９０８３）

討論の映像は
コチラをご覧ください➡

市民文教常任委員会審査終了後、本会議にて議案に対する修正案が島田議員、末吉議員、長岡議員から提出されました。

修正案に賛成 長岡議員（立憲民主党・れいわ新選組）
今回提出された条例（原案）に第７条第２号の文言を追加したことにより、市職員が勘違いする可能性
が高まった印象を受ける。社会教育法第23条第１項、第２号では、「公民館は特定の政党の利害に関する
事業を行い、又は公私の選挙に関し、特定の候補者を支持すること」を禁止しており、この規定の趣旨
は、公民館の政治的中立性を確保するために設けられているものであり、公民館を政党または政治家に
利用させることを一般的に禁止するものではない。それにも関わらず、提出された条例（原案）に第７条
第２号の文言を追加されたのか疑問である。

修正案に賛成 末吉議員（立憲リベラルの会）

修正案に賛成 長谷川議員（さきがけ）

修正案・原案に反対 花岡議員（日本共産党）
上位法である社会教育法第23条は、公民館が行ってはならない行為として、「特定の政党の利害に関する
事業を行い、又は公私の選挙に関し、特定の候補者を支持すること。」「市町村の設置する公民館は、特定
の宗教を支持し、又は特定の教派、宗派もしくは教団を支援してはならない。」とされているが、条例案
では、利用者を制限するものとなっている。市民文教常任委員会審査では、まちづくりセンターが保持
する公民館の機能は、社会教育法の第20条と、第22条の第１号から第６号まで示された。このことから、
条例案では部分的にしか社会教育法に定義されている公民館の機能を担保できない可能性がある。

一般の市民が政治的な活動を行うおそれがある場合、公民館の利用を許可しないとは時代錯誤である。
18歳から選挙権が付与され、若い世代も含めて、社会の主権者として、全ての市民が政治に参画し、
また生活と直結する政治的な課題を考え、学んでいくことは非常に重要なことである。市民文教常任
委員会審査では、運用は変えない、変わらないと説明があったが、詭弁としか思えない。市民にとって
当たり前のシチズンシップとしての政治活動が恐ろしいものと植え付ける、この条文の削除または修正
なくして、賛成できない。

き　べん

持続可能な地域コミュニティを実現していくため、まちづくりセンターのさらなる機能強化を図ると
いう、本条例制定の背景や目的は一定の理解ができる。また、市長部局に一元化するということは、
時代の変化とともに顕在化してきた社会教育が抱える課題の解消にもつながるという要素も包含されて
いる。しかし、第７条第２号「政治的活動」の定義が曖昧であり、恣意的に解釈されるおそれがある。
市民等の誤解を招かないよう、あらかじめ条例の条文には恣意的な解釈をされる余地を可能な限り少なく
するような文言を用いるべきである。

あい まい し い てき

ほう がんけん ざい か

原案
　可決
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議案番号 議　案　件　名 付託委員会
総務経済

建設環境 可　　決
原案可決―

市民文教

建設環境

総務経済

決算特別 継続審査

市民文教 承認する

健康福祉

予　　算

継続審査
結　　果

原案可決

可　　決

令和6年９月定例会　審議結果

 議案第８６号 第６次所沢市総合計画後期基本計画の策定について
 議案第８７号 令和６年度所沢市一般会計補正予算（第６号）
 議案第８８号 令和６年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計補正予算（第２号）
 議案第８９号 令和６年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
 議案第９０号 令和６年度所沢市介護保険特別会計補正予算（第２号）
 議案第９１号 令和６年度所沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
 議案第９２号 所沢市まちづくりセンター設置条例制定について
 議案第９３号 所沢市自転車駐車場条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例制定について
 議案第９４号 所沢市建築・開発関係手数料条例の一部を改正する条例制定について
 議案第９５号 所沢市下水道条例の一部を改正する条例制定について
 議案第９６号 所沢市立こばと児童館の指定管理者の指定について
 議案第９７号 所沢市立つばき児童館の指定管理者の指定について
 議案第９８号 所沢市立すみれ児童館の指定管理者の指定について
 議案第９９号 所沢市立わかば児童館の指定管理者の指定について
 議案第１００号 所沢市寿町駐車場の指定管理者の指定について
 議案第１０１号 所沢市狭山湖駐車場の指定管理者の指定について
 議案第１０２号 所沢市学校給食センター再整備事業契約締結についての一部変更について
 議案第１０３号 小学校教師用指導書（所沢小学校外）の取得の承認を求めることについて
 議案第１０４号 小学校教師用教科書・指導書（松井小学校外）外の取得の承認を求めることについて
 議案第１０５号 小学校教師用教科書・指導書（荒幡小学校外）外の取得の承認を求めることについて
 議案第１０６号 市道路線の認定について
 議案第１０７号 所沢市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について
 認定第１号 令和５年度所沢市一般会計歳入歳出決算の認定について
 認定第２号 令和５年度所沢市交通災害共済特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第３号 令和５年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第４号 令和５年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第５号 令和５年度所沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第６号 令和５年度所沢市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第７号 令和５年度所沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第８号 令和５年度所沢市水道事業決算の認定について
 認定第９号 令和５年度所沢市下水道事業決算の認定について
 認定第１０号 令和５年度所沢市病院事業決算の認定について

徹底
審議市長提出議案（32件）

議案番号 件　　　　　名 結　　果
原案可決 第 ３ 号 決算特別委員会の設置について

議員提出議案（1件）

番　　号 件　　　　　名 結　　果
継続審査 第 ２ 号 所沢市議会は、市長が除染土実証事業の中止を環境省に文書で申し入れるよう求めて下さい。

請　　　　願（1件）

赤
川　

洋
二

長
岡　

恵
子

末
吉
美
帆
子

石
本　

亮
三

荻
野　

泰
男

長
谷
川
礼
奈

島
田　

一
隆

青
木　

利
幸

中　
　

毅
志

粕
谷
不
二
夫

松
本　

明
信

矢
作
い
づ
み

花
岡　

健
太

中
井
め
ぐ
み

小
林　

澄
子

斎
藤　

由
紀

秋
田　
　

孝

大
舘　

隆
行

大
石　

健
一

谷
口　

雅
典

福
原　

浩
昭

山
口　

浩
美

亀
山　

恭
子

川
辺　

浩
直

大
久
保
竜
一

植
竹　

成
年

石
原　
　

昂

入
沢　
　

豊

前
田　

浩
昭

大
庭　

祥
照

佐
野　

允
彦

神
戸　

鉄
郎

斉
藤
か
お
り

議員別賛否一覧 議案に対する各議員の賛否を表示しています。 賛成：○　　反対：×

賛成９票、反対23票、白票０票（無記名投票による）

立
憲
民
主
党
・

れ
い
わ
新
選
組

立
憲
リ
ベ
ラ
ル

の
会さきがけ市民クラブ

未来日本共産党
自由民主党・
維新・参政・
無所属の会

至誠自民クラブ公明党

議案番号

議案第92号
　修正案

　　　　　　原　案
議案第９４号
議案第１０７号

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

×
×
×

×
×
×

×
×
×

×
×
×

○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

××××××
○
○

×
○
○

■賛否の分かれた議案等　　　　については、議員別賛否一覧をご覧ください

※令和６年６月定例会で継続審査となっていた請願

（
議
長
）
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令和 6年（2024年）11月15日

さきがけ
長谷川礼奈

公明党
大久保竜一

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
前田　浩昭

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
斉藤かおり

　
議
員
が
自
身
の
政
策
提
案
も
含
め
て
、
市
に

対
し
て
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
が
き
っ
と

あ
り
ま
す
。

　
各
議
員
の
質
問
の
中
か
ら
一
項
目
を

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
す
べ
て
の
質
問
項
目
や
動
画
は
、市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

9
月
定
例
会
で
の

一
般
質
問

⬆動画はコチラ

Ｑ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
5
G
に

移
行
し
、
私
た
ち
の
生
活
は
、
オ

ー
ル
電
化
や
遠
隔
医
療
、

W
i
F
i
な
ど
、
激
増
す
る
人

工
電
磁
波
に
よ
り
、
電
磁
過
敏

症
の
方
が
増
え
て
い
る
。
5
G
の

リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
で

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
で
取

り
上
げ
ら
れ
、
市
民
の
反
対
運

動
や
議
会
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る

が
、
日
本
で
は
利
点
し
か
話
題

に
さ
れ
て
い
な
い
。
本
市
で
は
、

5
G
に
よ
る
健
康
被
害
の
情
報

を
収
集
し
て
い
る
の
か
。

A
5
G
を
含
む
電
波
が
人
体

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
総

務
省
が
「
我
が
国
を
は
じ
め
国
際

的
な
専
門
機
関
で
は
、
電
波
防

護
指
針
を
下
回
る
強
さ
の
電
波
に

よ
って
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

と
い
う
確
固
た
る
証
拠
は
認
め
ら

れ
な
い
と
い
う
認
識
で
一
致
し
て

い
る
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
電
波
防
護
指
針
は
、
国

際
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
同
等
で

あ
り
、W
H
O（
世
界
保
健
機
関
）

も
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
支
持
し

て
い
る
と
の
こ
と
か
ら
、
5
G
に

よ
る
健
康
被
害
の
情
報
収
集
は

行
っ
て
い
な
い
。

Ｑ
学
校
給
食
で
牛
乳
を
飲
む

か
ど
う
か
選
択
で
き
る
制
度
を

導
入
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。

本
市
で
も
、
保
護
者
に
学
校
給

食
で
の
牛
乳
の
必
要
性
を
理
解

し
て
も
ら
っ
た
上
で
、
ア
レ
ル
ギ

ー
が
あ
っ
た
り
、
飲
み
た
く
な
い

と
感
じ
た
り
す
る
児
童
生
徒
に

は
、
無
理
に
提
供
す
る
の
で
は

な
く
、
牛
乳
選
択
制
の
導
入
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

A
学
校
給
食
は
教
育
活
動
の

一
環
で
あ
り
、
食
育
の
推
進
に

も
つ
な
が
る
と
の
考
え
か
ら
、
全

て
の
児
童
生
徒
が
同
じ
も
の
を

食
事
す
る
こ
と
を
基
本
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
か
ら

示
さ
れ
て
い
る
学
校
給
食
実
施

基
準
に
照
ら
し
て
も
、
必
要
な

栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
牛
乳
は
優
れ
た

食
品
で
あ
る
。
牛
乳
選
択
制
を

導
入
し
た
場
合
、
牛
乳
に
代
わ

る
必
要
な
栄
養
素
を
他
の
食
材

で
補
う
こ
と
に
な
り
、
今
以
上

に
経
費
が
か
か
る
も
の
と
考
え
て

い
る
た
め
、
給
食
時
の
牛
乳
の

提
供
に
つ
い
て
は
、
現
状
を
維
持

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

5
G
（
第
5
世
代
移
動
通
信

シ
ス
テ
ム
）
に
つ
い
て

学
校
給
食
で

　
　
　
牛
乳
選
択
制
の
導
入
を

若
い
世
代
に

　
戦
争
の
歴
史
や
平
和
に
対
す
る

意
識
の
継
承
を

誰
で
も
通
い
や
す
い

「
ト
コ
ろ
ん
の
び
の
び
塾
」
を

Ｑ
ト
コ
ろ
ん
の
び
の
び
塾
は
、

夏
休
み
期
間
中
に
6
か
所
で
開
催

さ
れ
、
大
変
好
評
だ
っ
た
と
聞
い

て
い
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
通
い

づ
ら
い
会
場
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

参
加
児
童
が
通
い
や
す
く
な
る
よ

う
、
次
回
は
行
政
区
に
1
会
場
、

全
11
会
場
で
の
開
催
を
検
討
し
て

み
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
子
ど
も

だ
け
で
通
え
る
よ
う
、
ル
ー
ル
を

変
更
で
き
な
い
か
。

A
本
事
業
は
、
段
階
的
に
会
場

を
増
や
し
、
運
営
に
関
わ
る
課
題

の
研
究
を
進
め
て
き
た
。
市
内
11

行
政
区
で
実
施
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
お
り
、
来
年
度
に
向
け
て

研
究
を
進
め
て
い
る
。
参
加
し
た

児
童
、
保
護
者
か
ら
す
ば
ら
し
い

評
価
を
い
た
だ
き
、
い
い
取
組
で

は
あ
る
が
、
事
故
が
起
こ
って
し
ま

え
ば
全
て
が
水
泡
に
帰
す
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
会
場
へ
の
行
き
帰

り
は
、
万
全
を
期
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
会
場
が
増
え
る
こ
と

で
、
通
い
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と

も
あ
る
が
、
慎
重
に
対
応
す
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、

保
護
者
の
送
迎
が
で
き
な
い
た
め

参
加
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
な
い

よ
う
検
討
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ
8
月
に
市
議
会
を
代
表
し
、

平
和
大
使
の
学
生
と
広
島
平
和

記
念
式
典
に
参
加
し
て
き
た
。

平
和
推
進
事
業
は
、
戦
後
79
年

余
り
が
経
過
す
る
中
で
、
唯
一

の
被
爆
国
で
あ
る
こ
と
を
風
化

さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
将
来
を

担
う
若
い
世
代
が
被
爆
地
で
あ

る
広
島
に
赴
き
、
被
爆
施
設
や

平
和
資
料
館
へ
の
訪
問
を
通
じ

て
、
自
ら
の
目
で
歴
史
に
ふ
れ

る
と
と
も
に
、
記
念
式
典
に
参

加
す
る
こ
と
で
原
爆
や
戦
争
の

悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
再
認

識
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
本

市
で
の
今
後
の
平
和
推
進
事
業

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

A
本
市
で
は
、
多
く
の
市
民
、

特
に
次
世
代
を
担
う
若
い
方
々
に
、

戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
大
切

さ
、
命
の
尊
さ
を
認
識
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
様
々
な
取
組
を
し

て
き
た
。
私
た
ち
日
本
人
は
、

世
界
で
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
に

暮
ら
す
者
と
し
て
、
核
兵
器
の

恐
ろ
し
さ
を
世
界
中
の
人
々
に
伝

え
、
後
世
に
語
り
継
い
で
い
く
立

場
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後

も
こ
の
思
い
を
胸
に
進
め
て
い
く
。

お
も
む
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第 212 号

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
入沢　豊

日本共産党
矢作いづみ

公明党
亀山　恭子

立憲民主党・
れいわ新選組
長岡　恵子

市民クラブ
未来
中　毅志

さきがけ
島田　一隆

狭
山
湖
運
動
場
の砂

ぼ
こ
り
対
策
を

新
所
沢
駅
にホ

ー
ム
ド
ア
の
設
置
を

Ｑ
台
風
時
な
ど
、
狭
山
湖
運

動
場
の
砂
ぼ
こ
り
が
舞
い
上
が

り
、
住
宅
地
に
飛
散
し
て
く
る

と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
防
砂
ネ
ッ
ト
を
張
る
な
ど

の
対
策
を
し
て
も
ら
っ
た
が
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
住
宅
地
よ
り
も

か
な
り
上
に
位
置
し
て
い
る
た

め
、
効
果
が
不
十
分
で
あ
る
。

別
の
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

A
本
年
2
月
に
、
防
球
ネ
ッ

ト
の
一
部
と
住
宅
に
近
い
フ
ェ

ン
ス
部
分
に
防
砂
ネ
ッ
ト
を
付

け
加
え
る
修
繕
を
実
施
し
た
が
、

防
砂
ネ
ッ
ト
の
設
置
だ
け
で
は

効
果
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
併
せ
て
散
水
し
乾
燥
を
防

ぐ
対
策
が
有
効
だ
と
考
え
て
い

る
。
そ
こ
で
、
以
前
か
ら
狭
山

湖
運
動
場
の
利
用
者
や
ス
ポ
ー

ツ
団
体
な
ど
か
ら
強
い
要
望
を

い
た
だ
い
て
い
る
、
ト
イ
レ
の

移
設
改
修
に
合
わ
せ
て
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
内
に
散
水
栓
が
設
置
で

き
な
い
か
現
在
検
討
を
進
め
て

い
る
。

Ｑ
西
武
鉄
道
株
式
会
社
で
は
、

駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
を
計
画

的
に
進
め
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
2
0
2
4
年
度
鉄
道

事
業
設
備
投
資
計
画
」
に
よ
る

と
、
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整
備
に
着

手
し
て
い
る
駅
に
新
所
沢
駅
が

挙
が
っ
て
い
る
。
新
所
沢
駅
は
、

国
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
病
院
や
国
立
職
業
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

最
寄
り
駅
で
あ
り
、
白
杖
や
車

椅
子
を
使
う
方
な
ど
が
多
く
利

用
し
て
い
る
。
新
所
沢
駅
に
ホ

ー
ム
ド
ア
設
置
が
待
ち
望
ま
れ

て
い
る
が
、
設
置
の
見
通
し
を

伺
う
。

A
新
所
沢
駅
に
設
置
予
定
の

ホ
ー
ム
ド
ア
だ
が
、
西
武
鉄
道

株
式
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
ホ
ー
ム
ド
ア
整
備
に
着
手

し
て
い
る
駅
の
一
つ
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
完
成
時
期
な

ど
の
今
後
の
見
通
し
を
西
武
鉄

道
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現
時

点
で
は
公
表
し
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

体
育
館
に
空
調
設
備
の
設
置
を

Ｑ
避
難
所
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
東
所
沢
小
学
校
の
体
育
館

で
実
技
体
験
し
た
が
、
と
に
か

く
暑
く
、
参
加
者
全
員
か
ら
空

調
設
備
が
必
要
で
あ
る
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。
避
難
所
と
な

る
体
育
館
の
空
調
設
備
の
整
備

が
、
避
難
者
の
命
を
守
る
た
め

に
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
早
期

に
空
調
設
備
の
整
備
を
進
め
て

い
く
た
め
に
、
明
確
な
目
標
を

設
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
効
率
的
、
効
果
的

な
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き
、

継
続
的
に
改
善
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

A
近
年
の
記
録
的
猛
暑
を
受

け
、
児
童
生
徒
の
学
習
環
境
の

向
上
に
加
え
、
災
害
時
の
避
難

所
と
し
て
の
機
能
を
考
慮
し
、

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

公
約
で
お
示
し
し
た
と
お
り
必

要
で
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
と
協
議
し
て
、
速

や
か
に
計
画
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ
草
加
市
で
は
、「
そ
う
か

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り

構
想
」
と
い
う
都
市
政
策
計
画

を
策
定
し
た
。
市
が
抱
え
る
都

市
・
地
域
経
営
課
題
を
解
決
し
、

地
域
を
再
生
さ
せ
る
た
め
の
取

組
で
あ
り
、
民
間
主
導
で
行
政

が
支
援
す
る
形
で
進
め
ら
れ
て

い
る
。
本
市
も
こ
の
よ
う
な
都

市
政
策
計
画
を
策
定
し
、
行
政

主
導
だ
け
で
な
く
、
民
間
主
導

の
公
民
連
携
に
取
り
組
ん
で
み

て
は
ど
う
か
、
見
解
を
伺
う
。

A
「
そ
う
か
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
づ
く
り
構
想
」
は
、
草
加

駅
東
口
周
辺
地
域
に
お
い
て
、

空
き
店
舗
な
ど
民
間
の
遊
休
不

動
産
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
新

し
い
用
途
に
活
用
す
る
こ
と
で

地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
い
う

取
組
で
あ
る
。
現
在
、
公
民
連

携
室
で
は
行
政
主
導
型
の
公
民

連
携
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
が
、

民
間
主
導
の
連
携
を
妨
げ
る
も

の
で
は
な
い
の
で
、
本
市
に
お
い

て
も
必
要
に
応
じ
て
所
管
部
署

が
そ
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

民
間
主
導
に
よ
る

公
民
連
携
の
取
組
を

農
業
者
や
農
地
所
有
者
の
声
を

直
接
聞
く
機
会
を

Ｑ
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理

者
の
関
係
者
か
ら
「
給
料
が
他

市
の
児
童
ク
ラ
ブ
と
比
較
す
る

と
安
い
た
め
に
、
せ
っ
か
く
応

募
さ
れ
た
方
が
、
他
市
に
流
れ

て
し
ま
う
」
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
県
で
実
施
し
て
い

る
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

補
助
金
の
中
に
、
補
助
メ
ニ
ュ

ー
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
活
用

し
て
処
遇
改
善
を
図
る
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
処
遇
改
善
事
業
の
中
で
、

補
助
員
を
含
め
た
全
て
の
職
員

に
月
額
9
，0
0
0
円
相
当
の

賃
金
改
善
を
行
う
補
助
に
つ
い

て
は
、
令
和
4
年
2
月
か
ら
活

用
し
て
い
る
。
他
の
処
遇
改
善

事
業
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
は
、
一

部
の
支
援
員
が
対
象
と
な
る
こ

と
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開

所
時
間
の
基
準
が
該
当
し
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
申
請
を
し
て
い

な
い
。
放
課
後
児
童
支
援
員
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事
業

は
、
全
て
の
支
援
員
が
対
象
と

な
る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
の

で
、
こ
ち
ら
を
優
先
し
て
検
討

し
て
い
く
。

放
課
後
児
童
支
援
員
の処

遇
改
善
を

Ｑ
市
長
は
農
業
を
テ
ー
マ
に

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

し
た
が
、
農
業
を
経
営
さ
れ
て

い
る
方
や
、
農
地
を
所
有
し
て

い
る
後
継
者
が
い
な
い
方
た
ち

の
声
が
届
い
た
の
か
不
安
に
思

っ
た
。
農
家
に
手
伝
い
に
行
く

と
「
農
地
を
手
放
し
た
い
」
と

い
う
声
が
、
こ
の
5
年
間
で
ど

ん
ど
ん
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

「
農
地
を
保
全
す
る
」、「
明
る

い
所
沢
の
農
業
を
目
指
す
」
な

ど
、
き
れ
い
な
言
葉
だ
け
で
片

づ
け
な
い
で
ほ
し
い
。
市
長
は
、

農
業
者
や
農
地
を
所
有
し
て
い

る
方
の
声
を
直
接
聞
く
考
え
は

あ
る
の
か
。

A
本
年
9
月
の
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
農
業
を
テ
ー
マ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
直
接
話

を
伺
う
機
会
は
大
変
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
イ

ベ
ン
ト
や
会
合
に
参
加
し
た
際

な
ど
、
数
多
く
の
場
面
で
農
業

者
か
ら
直
接
御
意
見
を
伺
う
よ

う
に
努
め
て
き
た
。
今
後
も

様
々
な
機
会
を
通
じ
て
直
接
農

業
者
の
方
々
か
ら
お
話
を
お
聞

き
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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立憲リベラルの会
末吉美帆子

立憲民主党・
れいわ新選組
赤川　洋二

公明党
山口　浩美

公明党
川辺　浩直

至誠自民
クラブ
秋田　孝

市民クラブ
未来

青木　利幸

学
校
の
断
熱
・
遮
熱
対
策
を

Ｑ
小
中
学
校
の
教
室
は
建
物

の
断
熱
、
遮
熱
対
策
が
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
外
部
の
気
温
の

影
響
を
ま
と
も
に
受
け
る
。
最

上
階
の
教
室
は
、
熱
せ
ら
れ
た

屋
上
の
温
度
が
伝
わ
る
た
め
過

酷
な
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
さ
い

た
ま
市
で
は
保
護
者
に
よ
る

「
お
や
じ
の
会
」
が
中
心
と
な
り
、

事
業
者
や
専
門
家
に
よ
る
「
断

熱
・
遮
熱
の
会
」か
ら
の
助
言
や
、

保
護
者
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
小

学
校
最
上
階
の
教
室
の
改
修
工

事
を
成
し
遂
げ
た
。
そ
の
費
用

も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

募
り
、
改
修
工
事
を
行
っ
て
い

る
。
財
政
状
況
が
厳
し
く
予
算

捻
出
が
厳
し
い
折
、
こ
う
い
っ

た
取
組
を
共
有
し
、
研
修
や
学

習
会
を
開
け
な
い
か
、
見
解
を

伺
う
。

A
さ
い
た
ま
市
の
事
例
は
、

教
室
の
暑
さ
対
策
を
行
政
だ
け

で
な
く
、
地
域
住
民
と
事
業
者

や
研
究
者
な
ど
が
自
分
事
と
し

て
取
り
組
ん
だ
活
動
で
あ
っ
た

と
認
識
し
て
し
て
い
る
。
ま
ず

は
、
よ
り
詳
細
な
情
報
を
収
集

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
老
後
に
不
安
を
抱
え
た
高

齢
者
を
対
象
に
、
終
活
に
つ
い

て
行
政
で
取
り
組
む
自
治
体
が

増
え
て
き
て
い
る
。
終
活
相
談

窓
口
で
は
、
葬
儀
や
納
骨
生
前

契
約
指
針
、
死
後
事
務
委
任
契

約
支
援
、
相
続
の
相
談
は
弁
護

士
な
ど
の
専
門
機
関
と
連
携
し

行
政
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
本
市
も
終
活
相
談
窓

口
の
設
置
を
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

A
自
分
ら
し
く
最
期
を
迎
え

る
た
め
に
も
、
御
自
身
で
元
気

な
う
ち
に
考
え
て
い
た
だ
く
こ

と
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
行
政
の
各
所

管
が
適
宜
必
要
に
応
じ
て
相
談

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
金
融

機
関
な
ど
の
民
間
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
な
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

相
談
さ
れ
る
市
民
に
は
、
適
切

な
情
報
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

市
と
し
て
も
努
め
て
い
く
。

終
活
相
談
窓
口
の
設
置
を

保
育
士
確
保
に
向
け
た

さ
ら
な
る
取
組
を

Ｑ
神
奈
川
県
横
浜
市
で
は
条

例
の
手
引
き
の
中
で
、「
屋
外
作

業
に
伴
う
騒
音
並
び
に
振
動
に

よ
る
公
害
の
防
止
に
関
す
る
指

導
基
準
」
を
つ
く
り
、
18
項
目

の
具
体
的
な
騒
音
、
振
動
対
策

な
ど
を
例
示
し
て
ト
ラ
ブ
ル
リ

ス
ク
の
低
減
を
図
っ
て
い
る
。
本

市
で
も
、
こ
の
よ
う
な
事
業
者

が
公
害
抑
制
を
促
す
指
導
基
準

を
つ
く
る
と
と
も
に
、
公
開
し
、

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
リ
ス
ク
の
低

減
を
検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

A
横
浜
市
で
は
、
横
浜
市
生

活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
き
、
屋
外
作
業
に
伴

う
騒
音
及
び
振
動
に
よ
る
公
害

の
防
止
に
関
す
る
指
導
基
準
を

定
め
て
い
る
。
本
市
で
は
、
作

業
場
等
に
お
け
る
騒
音
、
振
動

の
規
制
は
、
埼
玉
県
生
活
環
境

保
全
条
例
に
基
づ
き
行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
指
導
基
準
を
市
が

独
自
に
策
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

こ
の
た
め
、
資
材
置
場
等
の
設

置
予
定
事
業
者
に
は
騒
音
、
振

動
の
規
制
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
よ
う
引
き
続
き
、
規
制
内
容

の
周
知
徹
底
を
図
って
い
く
。

騒
音
・
振
動
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
避
難
に
支
援
が
必
要
な
方

が
、
個
別
避
難
計
画
を
作
成
す

る
際
に
、
避
難
を
支
援
し
て
い

た
だ
く
方
に
お
願
い
す
る
た
め

の
分
か
り
や
す
い
チ
ラ
シ
を
市
で

作
成
す
る
な
ど
、
も
う
一
歩
踏

み
込
ん
だ
支
援
体
制
を
お
願
い

し
た
い
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

A
個
別
避
難
計
画
の
作
成
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
は
要
支
援
者
自

身
が
支
援
者
を
見
つ
け
て
い
た
だ

く
よ
う
案
内
し
て
い
る
。
支
援

者
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
に
は
、

危
機
管
理
室
に
問
い
合
わ
せ
て
い

た
だ
き
、
家
族
や
自
治
会
等
と

相
談
し
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

部
署
や
関
係
機
関
と
も
連
携
・

調
整
を
し
て
い
く
。
要
支
援
者

が
支
援
を
お
願
い
す
る
際
に
渡
す
、

説
明
チ
ラ
シ
な
ど
に
つ
い
て
も
、

要
支
援
者
が
戸
惑
う
こ
と
な
く
、

正
確
に
お
願
い
す
る
ポ
イ
ン
ト
が

伝
え
ら
れ
、
民
生
委
員
も
有
効

に
活
用
し
て
も
ら
え
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
検
討
し
て
い

く
。
今
後
も
市
と
し
て
、
大
き

な
負
担
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、

個
別
避
難
計
画
作
成
の
た
め
の

支
援
を
し
て
い
く
。

避
難
行
動
要
支
援
者
に
対
し
て

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
支
援
体
制
を

Ｑ
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
人
工
芝
に

す
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

は
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く

じ
助
成
金
を
活
用
し
、
北
中
運

動
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
人
工
芝
化

に
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

A
人
工
芝
に
す
る
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
安
定
し
た
利
用
が

で
き
る
こ
と
、
転
倒
時
に
摩
擦

抵
抗
が
少
な
い
た
め
、
け
が
の

減
少
な
ど
も
見
込
ま
れ
る
。
デ

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
人
工
芝

化
す
る
際
に
多
額
の
改
修
費
用

が
必
要
に
な
る
こ
と
や
、
10
年

程
度
で
人
工
芝
の
張
り
替
え
が

必
要
に
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
さ
ら
に
受
益
者
負
担
の
観

点
か
ら
、
使
用
料
の
見
直
し
な

ど
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

北
中
運
動
場
の
人
工
芝
化
に
つ

い
て
は
、
第
2
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

用
地
の
一
部
に
借
地
が
残
っ
て

い
る
た
め
、
ま
ず
は
公
有
地
化

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
市
の
財
政
状
況
も
厳
し

く
、
優
先
す
べ
き
施
策
も
多
く

あ
る
が
、
引
き
続
き
検
討
を
進

め
て
い
く
。

北
中
運
動
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

人
工
芝
化
を

Ｑ
市
長
は
、
保
育
士
確
保
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
の
認
識

を
示
し
て
お
り
、
財
政
状
況
を

踏
ま
え
つ
つ
も
、
可
能
な
限
り

手
段
を
講
じ
る
と
発
言
し
て
い

た
。
現
在
の
保
育
士
確
保
に
向

け
た
支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
評

価
し
、
今
後
さ
ら
に
ど
の
よ
う

な
手
段
を
検
討
し
て
い
る
の
か
、

展
望
を
伺
う
。

A
保
育
士
の
給
与
改
善
の
月

額
2
万
8
，0
0
0
円
へ
の
増

額
や
奨
学
金
の
返
済
支
援
、
宿

舎
借
上
補
助
な
ど
、
県
内
の
人

口
30
万
人
以
上
の
市
で
は
随
一

と
な
る
取
組
に
よ
り
、
保
育
士

確
保
に
向
け
た
支
援
策
は
充
実

し
て
き
て
い
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
は
、
保
育
士
等

合
同
就
職
説
明
会
や
保
育
士
養

成
校
と
の
連
携
を
進
め
る
中
で
、

本
市
の
保
育
施
設
で
働
く
こ
と

の
魅
力
を
広
く
P
R
す
る
と
と

も
に
、
現
場
で
日
々
、
子
ど
も

た
ち
と
向
き
合
う
保
育
士
の
声

を
聞
き
、
働
き
や
す
い
環
境
の

整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
さ
ら

な
る
人
材
確
保
に
努
め
、
保
育

の
必
要
な
方
に
適
切
に
保
育
が

届
く
よ
う
施
策
を
進
め
て
い
く
。

き
っ
き
ん
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至誠自民
クラブ
谷口　雅典

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
佐野　允彦

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
神戸　鉄郎

さきがけ
荻野　泰男

日本共産党
花岡　健太

市民クラブ
未来

粕谷不二夫

学ぶという意味のラーニングと休暇を意味するバケーションを組み合わせた言葉。平日に保護者の休みに合わせて学校以外の場所で学ぶ
ことを目的に、学校を休む日を選択できる取組です。

Ｑ
現
在
、
所
沢
か
ら
羽
田
空

港
行
き
は
あ
る
が
、
成
田
空
港

に
向
か
う
所
沢
成
田
線
空
港
連

絡
バ
ス
が
運
休
に
な
っ
て
い
る
。

第
6
次
所
沢
市
総
合
計
画
の
観

光
・
に
ぎ
わ
い
の
評
価
指
標
で

は
、
訪
日
外
国
人
も
含
め
た
観

光
客
の
目
標
値
を
令
和
5
年
は

7
5
0
万
人
、
令
和
6
年
は

7
8
0
万
人
と
し
て
い
る
。
市

民
の
成
田
空
港
を
使
う
た
め
の

利
便
性
の
確
保
や
、
訪
日
外
国

人
を
含
め
た
観
光
客
の
誘
致
の

た
め
に
、
所
沢
成
田
線
空
港
連

絡
バ
ス
を
再
開
す
る
べ
き
だ
と

考
え
て
い
る
。
和
光
市
の
ほ
か
、

本
市
に
隣
接
し
て
い
る
ふ
じ
み

野
市
、
朝
霞
市
な
ど
と
連
携
し
、

空
港
連
絡
バ
ス
の
再
開
に
向
け

て
、
西
武
バ
ス
株
式
会
社
な
ど

に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
市
民
か
ら
は
、
再
開
し
て

ほ
し
い
、
あ
っ
た
ら
便
利
で
あ

る
、
助
か
る
と
い
っ
た
声
を
聞

い
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
そ
う

い
っ
た
声
が
あ
る
こ
と
を
運
行

事
業
者
に
対
し
て
機
会
が
あ
る

ご
と
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

所
沢
成
田
線

空
港
連
絡
バ
ス
の
再
開
を

お
む
つ
定
期
便
を
ス
タ
ー
ト
し

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
を

陸
上
競
技
用

4
0
0
m
ト
ラ
ッ
ク
の
整
備
を

Ｑ
出
産
直
後
の
母
親
の
孤
立

を
防
ぐ
た
め
、
お
互
い
の
顔
が

見
え
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
関

係
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
、
お
む
つ
定
期

便
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

市
長
選
挙
時
の
公
約
で
も
あ
り
、

こ
の
取
組
を
行
っ
て
み
て
は
ど
う

か
、
見
解
を
伺
う
。

A
本
市
で
は
虐
待
防
止
、
子

育
て
家
庭
を
支
え
る
観
点
か
ら
、

生
後
4
か
月
ま
で
の
乳
児
の
い
る

全
て
の
家
庭
を
訪
問
す
る
乳
児

家
庭
全
戸
訪
問
事
業
の
実
施
に

加
え
て
、
L
I
N
E
の
こ
ど
も
・

若
者
情
報
チ
ャン
ネ
ル
に
よ
る
情

報
発
信
を
行
い
、
各
家
庭
と
の
つ

な
が
り
を
築
い
て
い
る
。
ま
た
、

0
歳
児
を
養
育
す
る
家
庭
に
、

お
む
つ
な
ど
の
育
児
用
品
を
取
り

扱
う
デ
ジ
タ
ル
ギ
フ
ト
を
支
給
し
、

育
児
負
担
の
軽
減
を
図
って
い
る
。

さ
ら
に
、
保
育
所
や
児
童
館
な

ど
に
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
お
り
、
子
ど
も
と
保

護
者
が
集
ま
れ
る
場
を
提
供
す

る
な
ど
、
子
育
て
家
庭
と
つ
な
が

る
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後

も
引
き
続
き
、
様
々
な
角
度
か
ら

子
育
て
家
庭
を
支
援
し
て
い
く
。

Ｑ
市
長
は
、
昨
年
の
選
挙
で

健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
健
康
マ
ス
タ
ー
・
エ

キ
ス
パ
ー
ト
の
有
資
格
者
と
し

て
、
健
康
都
市
日
本
一
に
向
け

た
施
策
の
実
現
を
力
強
く
訴
え

て
い
た
。
日
本
一
と
い
え
ば
、

1
、
7
1
8
自
治
体
の
中
で
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
で
あ
り
、
こ
れ
を

目
指
す
に
は
、
生
半
可
な
施
策

で
は
絶
対
に
成
し
遂
げ
ら
れ
な

い
。
し
か
も
、
他
の
中
核
市
に

は
設
置
さ
れ
て
い
る
陸
上
競
技

場
が
本
市
に
は
な
い
わ
け
で
あ

り
、
ま
さ
に
健
康
都
市
日
本
一

に
向
け
て
、
4
0
0
m
ト
ラ
ッ

ク
の
整
備
を
最
優
先
で
着
手
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

う
。A

陸
上
競
技
場
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
教
育
委
員
を
は
じ
め
、

多
く
の
市
民
か
ら
も
要
望
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陸

上
競
技
協
会
や
中
学
校
体
育

連
盟
な
ど
の
関
係
団
体
か
ら

意
見
を
伺
う
な
ど
、
ま
ず
は

4
0
0
m
ト
ラ
ッ
ク
の
在
り

方
な
ど
を
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
全
国
的
に
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え
つ
つ

あ
り
、
今
後
さ
ら
な
る
広
が
り

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
も
検
討
に
値
す
る
と
考
え
る

が
、
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョン
の
導
入
は
、

こ
れ
ま
で
の
毎
日
学
校
に
通
う

も
の
と
い
う
学
校
観
、
あ
る
い
は

学
校
が
一
律
に
子
ど
も
た
ち
に

実
施
し
て
い
る
体
験
活
動
の
一

部
を
家
庭
に
委
ね
る
と
い
う
、

学
校
行
事
の
在
り
方
を
転
換
す

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
制
度
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
休
ん
だ
場

合
の
授
業
の
補
填
、
学
習
の
連

続
性
、
そ
の
評
価
、
保
護
者
に

よ
って
は
子
ど
も
の
体
験
の
格
差

が
生
じ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
目
的

と
は
違
った
活
用
が
さ
れ
た
場
合
、

学
校
と
し
て
そ
れ
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
課
題
が

あ
り
、
ク
リ
ア
す
べ
き
こ
と
は

多
い
と
考
え
て
い
る
。
最
近
は
、

「
毎
日
み
ん
な
が
決
め
ら
れ
た
学

校
に
行
く
と
い
う
考
え
方
こ
そ
変

え
る
べ
き
」
と
の
意
見
も
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

も
う
少
し
慎
重
に
判
断
し
て
い
き

た
い
。

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン　

の
導
入
を

土
地
利
用
規
制
法
に
よ
る

市
民
の
個
人
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

Ｑ
土
地
利
用
規
制
法
は
、
米

軍
や
自
衛
隊
基
地
な
ど
、
周
囲

1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
や

国
境
、
離
島
を
注
視
区
域
、
特

別
注
視
区
域
に
指
定
し
、
所
有

者
や
利
用
者
を
監
視
・
情
報
収

集
の
対
象
と
し
て
、
機
能
阻
害

行
為
が
あ
っ
た
と
政
府
が
判
断

す
れ
ば
、
使
用
中
止
を
勧
告
・

命
令
す
る
こ
と
が
で
き
、
従
わ

な
け
れ
ば
刑
事
罰
が
科
さ
れ
る
。

し
か
し
、
何
が
機
能
阻
害
行
為

に
該
当
す
る
の
か
法
律
上
の
規

定
や
、
国
会
の
関
与
も
な
く
、

政
令
、
内
閣
府
、
閣
議
決
定
な

ど
、
政
府
の
一
存
で
決
め
ら
れ

る
と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
る

法
律
で
あ
る
。
自
治
体
が
個
人

情
報
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、

個
人
の
了
承
を
得
る
と
い
う
対

応
を
国
に
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
本
市
と
し
て
は
、
法
律
の

運
用
に
当
た
り
、
国
民
の
権
利

や
自
由
を
侵
害
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
必
要
最
小
限
に
と
ど

め
、
個
人
情
報
に
も
配
慮
し
、

基
本
方
針
に
基
づ
く
厳
格
な
運

用
を
行
う
よ
う
、
国
に
対
し
て

要
望
し
て
い
る
。

所
沢
市
の
将
来
に
向
け
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Ｑ
人
間
力（
非
認
知
能
力
）を

育
む
こ
と
に
つ
い
て
。
こ
の
所
沢

市
が
世
代
を
超
え
て
持
続
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
本
当
に
何

が
必
要
か
、「
国
家
百
年
の
計
は

教
育
に
あ
り
」
と
も
言
う
。「
非

認
知
能
力
」
と
は
心
の
教
育
で

あ
り
、
目
に
見
え
な
い
能
力（
目

標
に
向
か
っ
て
粘
り
強
く
取
り

組
む
力
、
頑
張
る
力
、
他
の
人

と
う
ま
く
関
わ
る
力
、
感
情
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
）
で
あ
る
。

市
長
、
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
私
と
し
て
も
、
折
に
触
れ

関
心
を
持
っ
て
み
て
い
る
。「
人

間
力
」
や
そ
の
可
能
性
を
広
げ

て
い
く
こ
と
は
、
市
民
の
一
人

一
人
に
と
っ
て
も
、
所
沢
市
の

将
来
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
必

要
な
力
、
非
認
知
能
力
の
育
成

は
大
変
重
要
な
も
の
と
考
え
、

そ
の
高
い
人
材
の
需
要
が
高
ま

っ
て
い
る
。
非
認
知
能
力
が
何

よ
り
人
間
ら
し
い
、
人
間
独
自

の
い
わ
ゆ
る
「
人
間
力
」
と
も

言
わ
れ
る
。
そ
の
実
践
研
究
と

育
成
に
一
層
注
力
し
て
い
く
。
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Ｑ
就
労
し
て
い
る
医
療
的
ケ
ア

児
を
養
育
し
て
い
る
家
族
か
ら
、

日
中
一
時
支
援
事
業
の
上
限
時

間
が
一
か
月
1
0
0
時
間
ま
で
し

か
補
助
が
出
な
い
た
め
、
仕
事
が

で
き
な
い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
日
中
一
時
支
援
は
、
あ
く

ま
で
家
族
が
一
時
的
に
休
息
を
取

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
様
々

な
理
由
か
ら
日
中
一
時
支
援
の

上
限
時
間
を
超
え
て
し
ま
う
方

も
い
る
。
そ
の
家
族
の
就
労
を
支

援
し
、
医
療
的
ケ
ア
児
と
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
、
一
か
月
の
利

用
時
間
を
1
6
0
時
間
に
拡
大

す
る
こ
と
を
検
討
で
き
な
い
か
。

A
日
中
一
時
支
援
事
業
の
利

用
時
間
に
つ
い
て
は
、
社
会
的

資
源
や
財
源
が
限
ら
れ
る
中
、

医
療
的
ケ
ア
児
に
限
ら
ず
、
対

象
と
な
る
多
く
の
障
害
児
と
そ

の
家
族
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
も
、
直
ち
に
上
限
時
間

を
拡
大
す
る
こ
と
は
難
し
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
日

中
一
時
支
援
事
業
の
み
な
ら
ず
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
様
々

な
制
度
を
活
用
し
、
個
々
の
状

況
を
丁
寧
に
伺
い
な
が
ら
対
応

や
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

障
害
者
日
中
一
時
支
援
事
業
に
お
け
る

利
用
の
上
限
時
間
の
拡
大
を

新
所
沢
駅
西
口
広
場
の

噴
水
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
の
課
題
に
つ
い
て

多
目
的
ト
イ
レ
・

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
の
新
設
を

Ｑ
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る

こ
と
を
実
現
す
る
た
め
、
介
護

保
険
制
度
の
改
善
が
必
要
で
は

な
い
か
。
介
護
を
必
要
と
す
る

人
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
介

護
保
険
制
度
の
課
題
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

A
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
伴

い
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、

介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
安
心

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め

に
は
、
健
全
で
持
続
可
能
な
制

度
運
営
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
利
用
者
が
真
に
必
要
と
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
事
業
者
が
適
切

に
提
供
す
る
よ
う
、
介
護
給
付

の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
が
地
域

に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
拠

点
と
し
て
機
能
し
続
け
る
た
め

の
介
護
人
材
の
確
保
や
、
個
々

の
事
業
者
に
お
け
る
経
営
改
善
、

そ
れ
に
伴
う
介
護
現
場
の
生
産

性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ
市
内
に
「
イ
ン
フ
ラ
ス
タ

ン
ド
」
と
い
う
民
間
企
業
が
運

営
す
る
公
共
の
ト
イ
レ
が
あ
り
、

こ
の
ト
イ
レ
を
手
が
け
た
の
は

水
道
工
事
の
業
者
で
あ
る
。
地

域
や
業
界
に
貢
献
で
き
る
場
所

を
つ
く
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

や
、
通
り
が
か
り
の
人
が
気
軽

に
休
憩
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま

ち
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
よ

う
な
公
共
ト
イ
レ
を
目
指
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
場
所
を
も
っ
と
つ
く
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
る
が
、
市
も
ト
イ

レ
の
新
設
を
行
う
べ
く
、
民
間

企
業
と
協
力
し
て
進
め
て
い
く

可
能
性
は
あ
る
か
、
見
解
を
伺

う
。A

現
在
、
市
で
は
民
間
企
業

か
ら
課
題
解
決
の
た
め
の
提
案

を
募
集
す
る
な
ど
、
公
民
連
携

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
取
組
の
中
で
は
、
民
間
企

業
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
け
で

な
く
、
社
会
貢
献
の
取
組
を
含

む
提
案
も
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
、
民
設
の
公
共
ト
イ
レ
設
置

に
つ
い
て
も
、
公
民
連
携
の
枠

組
の
中
で
可
能
性
を
探
っ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
ワ
ゴ
ン
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を

Ｑ
他
市
で
は
、
公
共
交
通
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
が

進
ん
で
お
り
、
運
用
上
の
課
題

も
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
る
。
本
市

で
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
進
め

る
べ
き
だ
が
、
現
金
決
済
の
利

用
者
も
い
る
こ
と
か
ら
、
当
面

は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
と
現
金

決
済
の
併
用
方
式
に
す
る
べ
き

だ
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
協

議
内
容
や
今
後
の
導
入
に
向
け

た
取
組
を
伺
う
。

A
と
こ
ろ
ワ
ゴ
ン
へ
の
キ
ャ
ッ

シ
ュレ
ス
決
済
の
導
入
は
、
利
便

性
を
高
め
る
効
果
が
大
き
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
交

通
系
I
C
カ
ー
ド
の
導
入
を
中

心
に
運
行
事
業
者
と
協
議
し
て

き
た
が
、パ
ス
モ
協
議
会
へ
の
加

盟
や
、
カ
ー
ド
の
読
み
取
り
機

械
の
導
入
な
ど
、
費
用
対
効
果

の
問
題
が
あ
り
、
難
航
し
て
い
る
。

一
方
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュレ
ス
決
済

に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォン
に
よ
る
バ
ー

コ
ー
ド
決
済
な
ど
多
様
な
方
法

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
費
用
を
最

小
限
に
抑
え
て
導
入
で
き
る
方

法
を
調
査
研
究
し
、
運
行
事
業

者
と
協
議
を
前
向
き
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
新
所
沢
駅
西
口
が
本
市
で

初
め
て
土
地
区
画
整
理
事
業
と

し
て
進
め
ら
れ
、
新
所
沢
団
地

が
開
発
さ
れ
た
昭
和
35
年
に
、

新
所
沢
の
ま
ち
開
き
を
記
念
し

て
設
置
さ
れ
た
新
所
沢
駅
西
口

広
場
の
噴
水
が
停
止
し
て
い
る

が
、
そ
の
経
緯
と
今
後
の
方
針

を
伺
う
。

A
噴
水
が
停
止
し
て
い
る
経

緯
は
、
本
年
4
月
に
池
の
水
位

低
下
を
確
認
し
、
経
過
観
察
を

行
っ
て
い
た
が
、
7
月
に
入
り
、

さ
ら
な
る
水
位
低
下
に
よ
っ
て

水
の
循
環
が
正
常
に
行
え
な
く
な

っ
た
た
め
、
循
環
ポ
ン
プ
を
停
止

し
て
い
る
。
循
環
ポ
ン
プ
停
止
後

に
池
の
水
を
抜
き
、
水
位
低
下

の
原
因
調
査
を
行
った
が
、
池
全

体
の
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
、
配

管
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
覆
わ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
原
因
の
特

定
に
は
至
ら
ず
、
修
理
が
難
し
い

状
況
で
あ
る
。
今
後
の
方
針
だ

が
、
歴
史
的
背
景
な
ど
も
あ
る

た
め
、
噴
水
池
中
央
に
位
置
し

て
い
る
「
歓
び
の
像
」
は
残
し
た

上
で
、
地
域
の
方
の
協
力
も
い
た

だ
き
な
が
ら
維
持
管
理
し
て
い
く

方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

知りたいに応えたい!・・・・
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行政視察

ギ カ イ レポート

7月3日 

▲

 7月5日
越谷市（埼玉県） 「こしがや『プラス保育』幼稚園事業」
「プラス保育」幼稚園事業は、子どもの預け先の選択肢が広がり、保育所等への入所を
希望する保護者にとって有益な事業だと感じました。

仙台市（宮城県） 「子育て世帯訪問支援事業（育児ヘルパー派遣）」
乳幼児期において、子育ての不安や負担に悩む家庭にとって本事業は、家庭の養育環境を
整えるとともに、虐待リスクの低減にもつながっていると感じました。

函館市（北海道） 「放課後児童クラブの利用料軽減」
放課後児童クラブの利用料軽減の取組は、国や北海道の補助金を活用して数年間かけて
徐々に保護者の負担額を減らし、基本利用料10,000円の半額の5,000円まで保護者の
負担軽減を図っており、参考になる取組でした。

《報告書》
健康福祉常任委員会

委員長のひとこと

行政視察 7月10日 
▲

 7月12日
高松市（香川県） 「教員向け不登校支援マニュアルQ＆A」
本市では、教育センターを中心に不登校支援に取り組んでいるところですが、教職員に
対する指導等が徹底されていなかったことから、職員向けの不登校支援マニュアルは参考
となる取組でした。

丸亀市（香川県） 「丸亀市市民交流活動センター『マルタス』」
マルタスでは、図書館から幼児の居場所づくりといったものを幅広く行い、多くの市民に
活用されており、今後の市民活動の拠点づくりとして参考となるものでした。

静岡市（静岡県） 「巡回型肢体不自由単独通級指導教室事業」
特別支援学級に児童を通わせている保護者のニーズの一つである巡回型の支援を、静岡市
ではすでに行っており、実施に至った経緯や今後の課題、さらに特別支援学級の取組に
ついても活発に意見交換ができ、参考となるものでした。

《報告書》
市民文教常任委員会

委員長のひとこと

行政視察 7月25日
埼玉県議会 「本会議におけるペーパーレス会議システムの導入」
県知事のリーダーシップもあり、完全ペーパーレス化が行われており、所沢選出の県議会
議員がペーパーレス化に対応していることが確認でき、私たちにも実現できると確信でき
ました。

墨田区議会
（東京都）

「通年議会の運用」
「本会議におけるペーパーレス会議システムの導入」

執行部とのアプリケーションソフトの共有がなくても、ペーパーレス会議は実現できること
が分かり、議場や委員会室へのスマートフォンの持ち込みも許可されていることが確認でき、
収穫となりました。

《報告書》
議会運営委員会

委員長のひとこと
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令和 6年（2024年）11月15日

開催目的

行政視察 8月6日 

▲

 8月8日

委員会審査 8月19日 

▲

 8月21日

尼崎市（兵庫県） 「ゼロカーボンベースボールパーク」
2025年３月にオープンする予定の阪神タイガース２軍キャンプの拠点となるゼロカーボン
ベースボールパークは、１軍キャンプにも負けない作りで、球団誘致を機に公民連携による
ボールパーク化構想が実現した好例と言えるものでした。

明石市（兵庫県） 「パピオスあかし」
大規模商業施設は、往々にして商店街を衰退させることが多いですが、パピオスあかしは、
館内のテナントや人流の動線などもよく練られており、むしろ地域の商店街を盛り上げる
作りとなっていた点が印象的でした。

大東市（大阪府） 市営住宅建替プロジェクト「morineki」
大東市内の古い市営住宅エリアを抜本的にリノベーションし、企業を誘致することで、人々
が行き交う魅力あるスポットに生まれ変わっていました。公民連携や地域ブランド創設事業
の先行事例として大変参考になりました。

足利市（栃木県） 「水道DX」

足利市では、先進的なAI解析技術を活用した管路劣化予測診断事業にて構築した足利
モデルを利用した効率的な運営を行うなど、本市においても参考になるものでした。

柴波町（岩手県） 株式会社オガール「オガールプロジェクト」

講　師： 池本　洋一　氏
 （株式会社リクルート　SUUMO編集長 
 　兼 SUUMOリサーチセンター長）

オガールプロジェクト関連視察においては、地域の環境を十分考慮されたまちづくりが見
て取れ、また、木質チップを燃料とした冷暖房熱や給湯熱の供給は、紫波町ならでは
の循環型のまちづくりであり、参考になるものでした。

「第６次所沢市総合計画後期基本計画」が策定されている中、膨大なデータを用いて分析され、注目度の高い
「SUUMO住みたい街ランキング」から本市の現状を把握し、今後の政策形成に活かしていくため、研修会を実施
しました。

《報告書》

《会議録》

総務経済常任委員会
委員長のひとこと

行政視察 8月27日 

▲

 8月28日

8月20日

《報告書》
建設環境常任委員会

委員長のひとこと

第６次所沢市総合計画基本構想・前期基本計画の振り返り
第６次所沢市総合計画前期基本計画が令和６年度末をもって終了するため、計画の進捗状況などの振り返りを行いました。

議員研修会
SUUMOの街の調査から考える
所沢市が「住みたい街ランキング」で “もっと上位” に選ばれるためには？
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第 212 号

議会報告会
「所沢市を魅力あるまちにしていくためには、どうしていくべきか」

7月22日

所沢市の未来について語り合いました!

《詳細はコチラ》

初 !!
高校生対象

テーマ

【主な意見】
・ところざわサクラタウンの集客数を
増やす。

・個人経営のお店のPRに高校生を
使う。

【担当議員の講評】
プロぺ通りのキャッチなど、高校生の素直な
不安の声を聴き、改善していかないといけな
いと思いました。

【担当議員の講評】
今日のような場をつくるのが私たち
大人の役目だと思うので、今後もこの
ような場を設けていきたいと思います。

【主な意見】
・子どもがもっと地域を盛り上げることに協力
できる社会を目指してほしい。

・自分たちが動けるような機会を大人から
提供してはどうか。

【主な意見】
・SNSを活用したPRの実施。
・暮らしやすい、住みやすいまちへと
舵をきってはどうか。

【担当議員の講評】
所沢市のポテンシャルを議員である私たちが
活かしきれていないということが、前向きな形
で伝わってきました。

【担当議員の講評】
若い視点で意見をどんどん言ってもら
い、所沢市をどんどん良くしていきた
いと思いました。

【主な意見】
・若い人に向けた特産品をつくってみては
どうか。

・学校の体育館にクーラーを設置してほしい。

Aグループ 長岡 恵子、石原 昂

Cグループ 山口 浩美、福原 浩昭 Dグループ 大舘 隆行、秋田 孝

Bグループ 中井 めぐみ、大石 健一

所沢高校生徒19名

7月24日

【主な意見】
・企業とコラボして狭山茶の魅力を
PRしてはどうか。

・ごみ拾いのイベントを開催し、参加
者に特産品を配る。

【担当議員の講評】
学生さんはアイデア満載です。まちの課題
解決に自分たちは仕掛けられるんだ !との
気持ちで、頑張ってください。

【担当議員の講評】
所沢市はみどりが多く、活かし方につ
いてSNSを活用したPRなど、若い人
は斬新であり、私としても良い学びの
機会になりました。

【主な意見】
・高校生がよく使うTikTokやインスタグラム
の積極的な活用を。

・客引き禁止条例はあるが、ボランティアでは限界
があるので、客引き対策の改善をしてほしい。

【主な意見】
・市全体のバランスを考えた開発をし
てほしい。
・公民館の団体登録を高校生だけで
も可能にしてほしい。

【担当議員の講評】
若い世代の皆さんの意見を聞きながらまちづ
くりを進めていければ、もっと良いまちになる
と確信しました。

【担当議員の講評】
市は高校生との接点をもち、皆さん
の素の感性を求めていますので、今
後も率直な意見をぶつけていただけ
ればと思います。

【主な意見】
・市内のバスの本数が年々減少しているの
で、増やしてほしい。

・所沢市公式LINEを使ってもっと情報を発信
をしてはどうか。

Aグループ 長谷川 礼奈、谷口 雅典

Cグループ 矢作 いづみ、川辺 浩直 Dグループ 大久保 竜一、中 毅志

Bグループ 末吉 美帆子、前田 浩昭

所沢西高校生徒22名
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ところざわ市議会だより令和 6年（2024年）11月15日

政策討論会

議場 開催コンサート

市民
文教

テーマ どう考える？ 所沢市の特別支援学級を!

政策討論会

日　　時

令和７年２月８日（土）13：30～

会　　場

※手話通訳あり
　事前申込みは不要です。直接会場にお越しください。

こどもと福祉の未来館　１階 多目的室１・２号
所沢市泉町１８６１番地の１

出席議員

特定のテーマについて、
議員が活発に意見等の
交換を行い、議員相互
の共通認識を醸成する
ために開催します !

１２月２日（月）９：００　スタート（30分程度）
議場での鑑賞のほか、インターネットライブ中継も行います。

出演者
～ ミュージカル落語 ～

三遊亭究斗さん
芸能生活37周年を迎えた
劇団四季出身の落語家

さん ゆうていきゅう と

細川麻美さん
ピアノ教室を主宰し、ピアニスト
としても活躍中、所沢市在住

ほそ かわあさ み

神戸 鉄郎　 大久保 竜一　 青木 利幸　 花岡 健太

長岡 恵子　 谷口 雅典　　 植竹 成年    石原 昂
副座長 座長
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所沢市議会
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所沢から
輝け！！ I N T E R V I E W 　No.36

所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く人たちをご紹介

次の定例会は12月2日（月曜）から開催予定です。

2
0
2
4
年
11
月
15
日
発
行

織田 海誓さん
かいせいおだ

生年月日　2009年２月７日（高校１年生）
主な出演作品
・「機動戦士ガンダム ククルス・ドアンの島」（マテオ役）
・「LEGOスター・ウォーズ　恐怖のハロウィーン」（ディーン役）
・「スヌーピーシリーズ」（シャーミー役・ビー玉のジョー役）
・朗読劇「風の聲～妖怪大戦争外伝～」（猫又役）
他多数出演

織田 碧葉さん
おだ あおば

生年月日　2011年９月９日（中学１年生）
主な出演作品
・「窓ぎわのトットちゃん」（天寺和男役）
・「ダークギャザリング」（少年霊・月蝕尽絶黒阿修羅役）
・「スター・ウォーズ　ヤング・ジェダイ・アドベンチャー」（ジャム役）
・「ブラックパンサー／ワカンダ・フォーエバー」（トゥーサン役）
他多数出演

■
声
優
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

海
誓
さ
ん　
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
が
好

き
で
、
５
歳
の
と
き
に
吹
き
替
え
版
を
観

た
時
に
声
優
と
い
う
仕
事
を
知
り
、
挑
戦

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

碧
葉
さ
ん　
兄
と
一
緒
に
声
優
の
体
験

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
と
き
に
、「
演
技
す

る
こ
と
っ
て
お
も
し
ろ
い
！
」
と
思
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

■
声
優
の
魅
力
は

海
誓
さ
ん　
自
分
で
は
な
い
人
や
生
き

物
の
人
生
を
生
き
ら
れ
る
の
が
魅
力
で

す
。
毎
回
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
違
う
の
で
、

そ
の
役
作
り
を
し
て
い
る
時
間
が
楽
し

い
で
す
。

碧
葉
さ
ん　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
声
を
吹

き
込
む
と
き
、
シ
ー
ン
ご
と
に
ど
ん
ど

ん
変
わ
る
感
情
に
合
わ
せ
て
演
技
す
る

こ
と
が
楽
し
い
で
す
。

■
普
段
の
レ
ッ
ス
ン
や
練
習
は

海
誓
さ
ん　
発
声
練
習
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
表
現
力
を
高
め
る
た
め
に
、
あ

え
て
体
だ
け
を
使
っ
て
シ
チ
ュ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
合
っ
た
演
技
を
す
る
レ
ッ
ス
ン

も
し
て
い
ま
す
。

碧
葉
さ
ん　
滑
舌
の
練
習
と
し
て
「
外

郎
売
」
を
読
ん
だ
り
、
五
十
音
を
つ
か
っ

た
発
声
練
習
な
ど
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
早
口
言
葉
の
練
習
も
し
て
い
ま
す
。

■
あ
こ
が
れ
て
い
る
人
は

海
誓
さ
ん　
日
本
の
ロック
バン
ド
の
Mrs・

G
R
E
E
N 

A
P
P
L
E
の
大
森
元
貴
さ
ん
で

す
。
目
の
前
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
観
た
と

き
は
、
強
烈
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
体
の
震

え
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
僕
も
そ
ん

な
表
現
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

碧
葉
さ
ん　
海
外
作
品
の
吹
き
替
え
を

す
る
と
き
は
、
原
音
を
聞
き
な
が
ら
そ

れ
に
合
わ
せ
て
演
技
を
す
る
の
で
す
が
、

僕
が
担
当
す
る
海
外
の
声
優
さ
ん
は
表

現
力
が
あ
っ
て
演
技
力
も
高
い
の
で
、

あ
こ
が
れ
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は

海
誓
さ
ん　
将
来
は
、
声
優
さ
ん
に
対

し
て
演
出
を
担
当
す
る
音
響
監
督
と
し

て
作
品
作
り
を
し
て
み
た
い
で
す
。

碧
葉
さ
ん　
今
は
「
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
て
視
野
を
広
げ
る
こ
と
」
が
目
標

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
こ
と
を
経

験
し
て
、
今
後
の
役
作
り
に
活
か
し
て

い
き
た
い
で
す
。

秋
も
深
ま
り
、
空

気
が
澄
み
渡
る
季

節
の
始
ま
り
。

朝
の
愛
犬
と
の
お

散
歩
時
、
富
士
山
が
見
え
る
か
が
、

私
の
密
か
な
楽
し
み
で
す
。
小
さ
な

事
で
も
楽
し
む
、
幸
せ
見
つ
け
た
。

（
斉
藤
）

11
月
の
所
沢
航
空
記
念
公
園
は
、

色
鮮
や
か
な
紅
葉
に
包
ま
れ
ま
す
。

航
空
公
園
ま
で
子
ど
も
た
ち
と
お
散

歩
を
し
て
、
秋
の
彩
り
を
楽
し
む
の

が
私
に
と
って
小
さ
な
幸
せ
で
す
。

（
神
戸
）

く
だ
も
の
を
手
に
読
書
す
る
大
好
き

な
季
節
。
本
は
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の

よ
う
に
身
を
飾
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
心
を
多
彩
な
色
に
!（

亀
山
）

広
聴
広
報
委
員
会

　
◎
秋
田　
　
孝　
　
花
岡　
健
太

　
〇
大
久
保
竜
一　
　
長
谷
川
礼
奈

　
　
石
本　
亮
三　
　
亀
山　
恭
子

　
　
斉
藤
か
お
り　
　
中　
　
毅
志

　
　
神
戸　
鉄
郎　
　
青
木　
利
幸

　
　
中
井
め
ぐ
み　
　
大
舘　
隆
行

　
◎
…
委
員
長　
〇
…
副
委
員
長

議員たちの・・・

秋

　「機動戦士ガンダム ククルス・ドアン
の島」、「ダークギャザリング」など
出演作品、朗読劇「風の聲～妖怪大戦
争外伝～」で実際に使用した台本。
一生懸命に役作りをして本番に臨んだ
ので、どの作品も思い出が詰まって
いると話していました。

か
つ
ぜ
つ

お
お
も
り
も
と
き

ろ
う
う
り

う
い


